
厚木市学校教育情報化推進計画
策定に係る意見交換会

令和８年９月18日
厚木市教育委員会
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① 計画策定の趣旨と将来像を共有すること。

② 計画をより良くするための「ご意見・期待」をいただくこと。
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いただいた意見の活用

本日の意見交換会のねらい（お願いしたいこと）

本日の質疑応答
本日配布のアンケート（紙またはWeb）

意見の出し方

パブリックコメント実施に向けた計画素案やアクションプランへの具体策の検討に活用
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計画策定の背景・趣旨
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計画策定の背景・趣旨 ～なぜ今、新たに計画を作るのか？～

児童生徒１人1台端末の整備から５年経過、各校で利用は定着
教職員端末や校務支援システムの更改等、ＩＣＴ環境整備は概ね完了

生成ＡＩの登場（急激な技術革新）
教育ＤＸに対する期待値の高まり
国からの要望（計画策定）

今まで
市の情報化推進計画の

実施計画

これから
学校教育分野における
情報化推進の将来像を

より明確化

独立した計画として
新たに整備

重要な課題として
急浮上
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教育振興基本計画基本理念
未来を創る人づくり

学校教育情報化推進計画

学びの質の向上
（学びのDX）

教職員の働き方改革
（校務DX）

学びのＤＸと校務ＤＸの一体的な推進
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計画の位置づけと体系
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計画の位置づけ

国 学校教育情報化推進計画

国 学校教育の情報化の推進に関する法律

県 学校教育情報化推進計画

厚木市学校教育情報化推進計画

第11次厚木市総合計画

厚木市情報セキュリティポリシー

第3次厚木市教育振興基本計画

厚木市教育情報セキュリティポリシー

厚木市

厚木市教育委員会
参酌 整合

連携

国・神奈川県

8

9年間の計画（本体）× 3年更新のアクションプラン

計画の体系

令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度 令和15年度 令和16年度 令和17年度

厚木市学校情報化推進計画（9年間）
基本方針・基本理念

アクションプラン
前期（3年間）
具体施策

アクションプラン
中期（3年間）
具体施策

アクションプラン
後期（3年間）
具体施策
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策定にあたり考慮すべき視点
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策定にあたり考慮すべき視点

適切な成果指標（ＫＰＩ）の設定

持続可能な整備・運用

情報セキュリティ・個人情報保護の確保

デジタルとアナログのハイブリッド活用

生成ＡＩの適切な利用

学校現場の実態に即した実効性
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計画の構成
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国の計画に基づき、４本の柱で「現状と課題」、「施策」を整理

計画の構成

柱① 児童・生徒の資質・能力

柱② 教職員の指導力

柱③ ＩＣＴ環境整備

柱④ 働き方改革と組織・体制
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保護者・教職員アンケート
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保護者アンケートの結果（概要）
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教職員アンケートの結果（概要）

活用
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保護者・教職員アンケートの結果（詳細）

厚木市ホームページを御参照ください。
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現状と課題、施策の方向性
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現状と課題

■学びの質の向上
【現状】端末の利用は定着
【課題】多くは教材の提示や調べ学習にとどまる

■情報モラル教育及びメディアリテラシー教育の充実
【現状】インターネットに接する機会の増加
【課題】情報モラル・メディアリテラシー教育の充実

■困難を抱える児童・生徒への活用促進
【現状】一部で音声読み上げなどの取組が進む
【課題】支援モデルを整理し全市的な取組みとして普及

■生成ＡＩの利用
【現状】日常生活に浸透しつつある
【課題】利便性やリスクを理解した上で活用場面を整理

柱①児童・生徒の資質・能力

教職員の授業における
ICT活用目的

1位 教科書・教材の提示
2位 調べ学習・探究学習
3位 個別学習（習熟度別・反復）
４位 表現活動（プレゼン・動画等）
５位 協働学習（意見共有・共同編集）

71%
65%

55%

34%

26%

60%
保護者

65%
教職員

慎重に
取り扱うべき

児童生徒のＡＩ利用

慎重に
取り扱うべき
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現状と課題

■授業改善につながるＩＣＴ活用指導力の向上
【現状】教職員全体でみるとICT活用した指導の意欲は高い
【課題】個人間や経験年数別にみると意欲やスキル差がある

■授業における生成ＡＩの適正利用に向けた指導体制整備
【現状】教職員全体でみるとAIの認知度や利用率は高い
【課題】AI利用の教育的効果とリスクを把握した上での指導

柱②教職員の指導力

6９%
教職員全体

指導力に自信

41%
ベテラン教職員活用できていない

ＩＣＴを活用した指導力
（自己評価）
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現状と課題

■整備から活用への転換
【現状】国が求めるＩＣＴ基盤整備はおおむね完了
【課題】デジタル教材等のさらなる充実を求める声

■通信環境の安定性確保
【現状】安定稼働を実現している
【課題】デジタル教科書やＣＢＴの本格稼働に備えた通信環境の確保

柱③ＩＣＴ環境整備

ICT環境整備に期待すること

1位 デジタル教材・学習ツールの充実
2位 ネットワークの安定化・高速化
3位 校務DX推進（業務削減）

４位 端末の更新・性能向上
５位 情報モラル教育の充実
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現状と課題

■校務ＤＸの定着
【現状】国が求めるＩＣＴ基盤整備はおおむね完了
【課題】環境整備状況と現場教職員の体感に差がある

■校務ＤＸを全校標準とする推進体制の構築
【現状】生成ＡＩを含むＩＣＴ活用環境の利用促進
【課題】一部の担当者に負担が偏らない組織的・標準的な利活用体制の構築

柱④働き方改革と体制・組織

80%
教職員全体

効率化を実感

ＩＣＴ活用による校務効率化 校務DX推進の課題

1位 ICTスキルの個人差
2位 校務支援システムの使い勝手
3位 セキュリティ制約
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施策の方向性

柱① 児童・生徒の資質・能力

柱② 教職員の指導力

柱③ ＩＣＴ環境整備

柱④ 働き方改革と組織・体制

教育ＤＸの推進
・学びのＤＸ
・校務ＤＸ

1.情報活用能力の育成に向けた指導体制の強化

3.情報モラル・リテラシー教育の強化・家庭との連携

4.困難を抱える児童・生徒に対する支援の標準化

5.健康面への影響に対する配慮、周知・家庭との連携

6.児童・生徒の生成ＡＩ利用に関する調査研究

9.教職員の生成ＡＩスキル育成

8.ＩＣＴ利活用場面の共有と標準化

10.ＩＣＴ利活用を前提とした利用環境の運用・保守体制の堅持

7.対象を明確化したＩＣＴ教職員研修・支援の充実

11.機器の計画的な更新・デジタル教科書、教材の調査研究

12.デジタル教科書導入等を見据えた通信環境の整備

13.生成ＡＩ利用環境の整備（利用と制限）

具
体
施
策
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
規
定

施策の方向性

2.思考・判断・表現や協働的な学びへの活用の深化
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計画の策定体制とスケジュール

① 庁内検討組織
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策定体制

② 有識者の参画

③ 市民参加

教育委員会の部長・課長級職員で構成する委員会

あつぎ未来共創フェロー

保護者・教職員アンケート
意見交換会
パブリックコメント
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5月 6月 7月 ８月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
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計
画
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R8 R9

計画策定スケジュール
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ご清聴ありがとうございました。


